
　町産ブドウを使用した「葡萄
色の旦2023」の販売発表会が12
月２日、役場で行われました。
　約10年にわたり、池田町に醸
造を委託してきましたが、屈斜
路カルデラワイナリーが完成
し、今年から同ワイナリーで醸
造するため、今回が最後の委託
となりました。

　今回は、403本限定でフルーティな香りと力強い酸味が
特徴的なワインになっているとのこと。５日から町内の
酒販店11店舗で一般販売されています。
　德永町長は「勝井勝丸前池田町長のおかげでここまでく
ることができた。これからは町産ワインをチーズや摩周和
牛とともに振る舞えたら。」と話していました。

町産ブドウ100％
「葡萄色の旦2023」の販売発表会
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 12月２日、㈱合田観光商
事（合田高丸代表取締役）
と町は「災害時における
ガソリンの供給に関する
協定」を締結しました。こ
の協定は、災害が発生し
た場合、弟子屈カントリ
ークラブに新たに設置し

たガソリンスタンドから町の要請に応じて緊急車両など
を優先に、ガソリンを供給するものです。ガソリンスタン
ドの設置をきっかけに、故郷である本町に貢献したいとい
う思いから、今回の協定締結となりました。
　この日は、合田代表取締役の代理として、弟子屈カント
リークラブ松永孝一支配人らが役場に訪れ、協定書を取り
交わしました。

災害時のガソリン供給を支援
ガソリン供給に関する協定を締結
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12月５日

　川湯ダンスクラ
ブ（丸山奈織子代
表）が、12月５日
に川湯中学校体育
館でお披露目会を
開催しました。こ
の日は、川湯ダン

スクラブに所属する小中学生、高校生23人が参加し、今年
１年間のイベントに出演した際のダンス５曲とこの日の
ために練習してきた新作ダンスをオープニングとエンデ
ィングで初披露。保護者や関係者、地域の方など約50人も
の観客が集まり、力強いダンスに大きな拍手が送られてい
ました。

今年最後のイベント
１年間の成果、お披露目会を開催
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　弟子屈小学校（渥美
清孝校長）の２年生が
12月９日、手紙出前授
業で年賀状の書き方
を学びました。
　日本の伝統文化で
ある年賀状にふれる
機会を大切にしてほ

しいと、毎年この時期に行われているもので講師に日本郵
便㈱北海道支社帯広営業統括本部長の平能則さん、補助講
師として、同本部の乾睦尚さん、弟子屈郵便局の藤原局長
など５人が来校し、年賀状の書き方を指導しました。児童
は心を込めて年賀状を書いていました。また、平さんから
手紙が配達されるまでの流れや、珍しいポストや切手も紹
介されました。

心を込めた年賀状
手紙出前授業を開催
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　川湯温泉キャラバン
実行委員会（榎本竜太
郎委員長）は12月３日、
川湯温泉の魅力をＰＲ
するため、町役場を出
発しました。
　同キャラバンは、川
湯温泉旅館組合や川湯

料飲店組合、摩周湖観光協会などのメンバーで構成され、
今回15人が参加。釧路や根室、オホーツク管内30か所を訪
問し、在住者を対象にした「かわゆ宿泊割」や新たに整備さ
れた「川湯岩盤テラス」などを紹介しました。
　出発式で吉備津民夫副町長は「周辺市町村の皆さんも疲
労で川湯に行きたくなる頃。その後押しをしてほしい。」と
話していました。

川湯温泉をPR
川湯温泉キャラバンを実施
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　川湯小学校（山舘孝志校
長）の５、６年生12人が12月
６日、三重県松坂市立小野
江小学校の５年生とオンラ
イン交流を実施しました。
　小野江町は、北海道の名
付け親である松浦武四郎氏

の出身で、本町にも調査で滞在していたという縁で2017年
から交流を続けています。オンライン交流では、互いの町
についてクイズやニュース形式で紹介をしました。また、
川湯の伝統芸能である「川湯ばやし」を同保存会の協力も
得て、迫力のある和太鼓の演奏を披露しました。
　互いの紹介で気になったことなどを質問し合い、少し積
もった雪を画面越しに見せると大きな歓声も聞こえ有意
義な時間となりました。

松浦武四郎氏の繋がり
三重県小野江小学校とオンラインで交流
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広報マンが　町自治会連合会
（野田口昌明会長）が
主催する自治会連合
会研修会が11月19
日、公民館講堂で行
われました。
　今回の研修会は、

「防災セミナー～弟子屈町防災への取り組みについて～」
と題して、役場総務課の根本正人防災対策官を招き、約40
人が参加。町で行っている防災対策について、災害時は「自
助」や「他助」で救出されていることから実際に住民が作成
した防災計画が紹介されました。その後、避難所で使用す
る簡易ベッドの体験なども行われました。
　参加者は真剣に耳を傾け、防災意識を高めました。

自治会でも防災対策を
自治会連合会研修会を実施
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　川湯小学校（山舘孝志
校長）と川湯中学校（松永
達郎校長）で11月19日、特
別授業「地球の熱を電気
に変える‼ 地熱発電」が
開催されました。
　独立行政法人エネルギ

ー・金属鉱物資源機構（ＪＯＧＭＥＣ）（高原一郎理事長）、
と日本地熱協会（満田信一会長）が「湯沼‐アトサヌプリ地
域」で行っている地熱発電の資源量調査の一環で、地元の
子供たちを対象に、地熱発電について理解を深めてもらう
目的で開催しました。
　同小学校のほか、美留和小学校（佐藤義行校長）、和琴小
学校（大山道弘校長）の５、６年生合計20人の児童、同中学
校は12人の生徒が参加しました。
　スライドでの説明や発電の模型の実験を興味深く真剣
な表情で体験し、地熱発電について理解を深めました。
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　屈斜路自治会（金澤賢
二会長）が、11月24日に屈
斜路研修センターでタイ
ムカプセル開封式を行い
ました。屈斜路開基80周
年、和琴小学校開校50周
年、和琴中学校開校35周

年を記念して昭和57年に記念碑下に収納したもので、この
日は地域の方々約15人が参加しました。
　カプセルの中には、当時の写真や新聞紙、小中学生が描
いた学校の絵や将来の自分に向けた作文などが取り出さ
れ、思い思いに手にとり懐かしんでいました。
　展示されたカプセルの中身は、年明けからは和琴小学校
に移動し、保管されます。

42年前の思い出
タイムカプセルを開封
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　弟子屈郵便局
（藤原将男局長）
では12月２日か
ら30日まで、「神
子島智樹写真展
　道東～一瞬の
絶景を求めて～」
を開催しました。
　神子島さんは

町内在住で、町内の美しい風景を撮影し、写真や映像を自
身のＳＮＳなどで発信しています。今回、摩周湖や屈斜路
湖など壮大で幻想的な道東の写真12点を展示しており、来
場者の目を楽しませていました。

道東～一瞬の絶景を求めて～
神子島智樹写真展を開催
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　 町 は11月27日、
令和６年度除雪安
全大会を開催しま
した。
　同大会では、弟
子屈警察署（五十
嵐敏行署長）地域・

交通課の水橋卓也係長から、「除雪作業時の事故防止につ
いて」の講話があり、事故なく安全に作業するための対策
などを学び、その後役場建設課から除雪時の対応や体制な
どを再度確認しました。
　除排雪業者など約25人が参加し、真剣に耳を傾けていま
した。

事故なく安全に
令和6年度除雪安全大会を開催
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